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本論文では、ソウルの近代都市のうち、鍾路一帯をおもな分析対象とし、第一に、開港期から

大韓帝国期における近代化の形成過程、第二に、植民地期の政府と一般市民の関係性の分析から、

近代の成立過程における都市空間構造、第三に、当該の外部空間においておきている都市活動と

社会集団の関わりという三つの分析を通じて、ソウルの近代都市空間の性格とその特徴を解明す

るものである。 

近代都市へ向かうソウル 

まず１章、ソウルの中心地における鍾路の位相では、本論考に入る前に朝鮮時代におけるソウ

ルの都市史について概括的に整理を行ったものである。ここでは、朝鮮時代の初期における行廊

の形成過程は、行廊建設の準備として土木工事が行われたうえ、第一期の建設、第二期の建設、

第三期の建設として段階別に設けられていたことが見出せる。 

２章の近代都市へ胎動する鍾路では、まず、前近代都市空間の面として、朝鮮時代からの市廛

の商業を基づいた都市空間である上に、「御路」として用いられる街並みと、大枠としては朝鮮

時代における都市計画の性格に基づき、新たな都市計画法規が附加されるかたちで変貌を遂げて

いた。次に、近代的都市空間の成立と変容については、まず当該地が政治や文化の出発点として

の役割を果すようになったことがあげられる。朝鮮時代からの商業的な役割のみならず、居合わ

せた客が見学できる宗教や啓蒙運動が行われ、民衆の群れ集う祝祭的な空間としての性格も付与

され、こうした活動が演じられるのを楽しむことによって人々が都市空間における体験を消費す

る空間としての役割を果たしていた。 

その鍾路を中心として、前近代的都市空間から近代的都市空間へ変貌していく一連の過渡期的

な様相を見ることができた。このように伝統と近代が共存していることにソウルの特徴が見出せ

る。 

近代都市成立過程における鍾路 

３章の都市政策による都市計画と道路改修では、 朝鮮総督府の都市政策によって植民地中期

以降におけるソウルの 都市計画の始まりとその変化の実態と、道路改修の具体的なプロセスを

追うことができた。 

植民地中期以降、都市政策によってソウルの都市空間では都市計画が進展していたこと、ただ

しその中でも朝鮮市街地計画令と都市計画事業の間には連関性がほとんど見られなかったこと

が分かった。さらに、日本の都市計画旧法がそのまま導入され、とくに、「日本の都市計画の芳

川案に始まっている」ことがソウルにも同じように流れ込み、都市計画事業の中でも道路改修が

重視されていたことが明らかになった。 



とりわけ鍾路の都市計画事業を通じて、ソウルの都市計画とは主に道路改修を指しており、 こ

の都市計画事業は実際に施行されずに終ったことが捉えられる。 

４章の都市美観の概念とそれによる街並みの変化では、まず、光化門の移転とは、朝鮮総督府

庁舎の移転ということで新築されることに従って光化門の存置が問題となっていた。結局、朝鮮

総督府の関係者にとって新庁舎と調和しないという都市美観の観点により、光化門は妨げるもの

であったのが明らかになった。このような概念の観点から光化門は移転される運命を迎えていた。

この移築の経緯を辿るこちで、単なる宮殿の正門にとどまらず、９章２節で前述した景福宮とと

もに、朝鮮王権の象徴、ないしはアイデンティティーを現していたことが捉えられた。 

次に、韓国での都市美観という観念は、、二つの意味があり、第一は清潔という意味での衛生、

第二は「低層建築」を制限する高さ基準としての概念が根底であったと解釈できた。 

また、鍾路一帯は、民間である鍾路商人によって街路灯が設置された。街並みの問題について、

鍾路商人が自ら関わっており、街路灯の完成までを行っていた。また、これは現在の自治制によ

るまちづくりへの住民参与の始まりではないかと思われる。  

５章の消費文化の同質化政策としての商業空間の出現では、夜市の誕生による昼から夜

へ拡がる商業空間の面では、大韓帝国時代まで商業は昼しか営業していなかったが、植民

地初期に入って鍾路警察署の支援により「鍾路夜市」が設けられていた。それ以前の街路

では夜の生活が本格的に発達していなかったが、このきっかけにより夜が明るくなって一

般市民は買い物のみならず、庶民的な露店として一般市民にとってより親しみやすいもの

であり、夜の街歩きを楽しむようになり、鍾路の都市空間が変化していたことが明らかで

ある。その一方、 植民地初期において初めて「鍾路公設市場」が京城府の存在を確かめるため

のものとして登場していたが、これは競争力が弱い場所に設置し、結局、「鍾路公設市場」は一

般市民、とりわけ北村に住んでいる人々の生活に滲まれず、閉店を迎えた。朝鮮総督府あるいは

鍾路警察署にとっては、「鍾路夜市」を植民地の統治するための一つの手段として取られており、

また政府の公権力の象徴としての「鍾路公設市場」などは、当時の消費文化の同質化政策として

取られていたともいえる。 

６章の鍾路一帯の商業社会における空間構造では、近代化への進む都市の商業空間構造のあり

方の変貌と、その地域の土地所有者の変化について分析を行った。 

まず、土地所有者については、鍾路一帯において道路改修と２階建ての規制をきっかけとして

日本人の土地所有者が増加するという変化がおきていたといえる。 

また、商業空間構造については、そもそも 朝鮮時代から最先端の繁華街として存在してきた

鍾路 2丁目は、植民地となっても、その基本的な性格は変わらなかったといえる。その商業空間

は年を追う毎に東の鍾路６丁目まで広がってゆき、とりわけ現在巨大な規模である東大門市場の

領域が、拡大してゆく途中の段階が浮かび上がった。 

次に、商人達の動向という視点から商業空間において、第一は都市空間に現れる商業の継承と

衰退、第二は都市空間への商業の集中及びその空間からの商業の拡散、第三は都市空間への新た

な商業の流入という三つの類型として分類できる。 



近代都市の変容 

７章の社会からの公園の要求とその機能では、ソウルにおけるパゴダ公園以外の公園を対象と

して分析を行った。とりわけパゴダ公園については８章で叙述した。 

ここでは、近代都市における公園の必要性を二つに分けて挙げられるが、第一、イメージ的要

因と、第二、経験的要因であるといえよう。 

第一、イメージ的要因としては、都市美化ないしは都市の装飾と、近代都市化する一つの必須

項目として公園が求められていたのである。 

第二、経験的要因としては、当時の社会経験や状況によって、関東大震災の被害と、日中戦争

と太平洋戦争により「防空」のため、量的増産の公園計画政策が表れるのであった。 

以上から、ソウルの近代都市空間における公園の意味合いが、「衛生」から「健康」、さらに「防

空」へと時代とともに変容してゆく過程を解明することができた。 

８章のパゴダ公園の誕生とその意義について検討してきた。 

鍾路の中央に所在しているパゴダ公園は、廃寺の跡地と、その周辺の民家を含めて公園地とし

て１８９９年６月から本格的な誕生を迎えており、１９０２年６月以降にパゴダ公園が造成され

ていたことが判明できた。しかも、ソウルの都市空間において中心地に公園が置かれていた点が

大きな意義に注目すべきであると考えられる。しかしながら、大韓帝国期においてパゴダ公園は

一般に開放されず、閉ざされた空間として前近代的な公園であったことが辿れる。 

植民地期に入って朝鮮総督府へ移管されてから一般に開放されたパゴダ公園は、音楽会が開か

れるなどの文化空間の役割を果たしていたものの、１９１９年の３・１独立運動が開催された原

因によって放置されることによって、ますます荒廃が進む様相をみせていた。しかしながら、パ

ゴダ公園は雑然とした様子であったにもかかわらず、依然として用いざるを得なかったことが解

明できた。  

以上、パゴダ公園の様子は変容していたことが明らかになったが、ますます雑然としていくた

め、１９３０年代以降、一般市民により徐々に利用されず、公園としての本然の姿を失いつつあ

る結果をもたらした。 

９章の鍾路街路という「広場」の誕生では、鍾路の街路空間におけるさまざまな行事が行われ

ていたことについて辿った。 

まず、朝鮮総督府が始政５年を迎える記念として、共進会が景福宮で開かれることで、景福宮

の宮殿は娯楽施設化として「公的空間」への変容してゆくことが解明できた。 

ついで、鍾路の街路空間において行われたさまざまな行事について、まず、「鍾路夜市」は一

種の商業手段であるが、それに加え一般市民にとっては祝祭として受け入れられていたことが明

らかになった。また、子供の日の行列のルートからみると、毎年拡大していたものの、とりわけ

西への郊外住宅地域として発展してゆく過程を見出せる。さらに、この行事のルートを巨視的に

みると、これはソウルの市街地の拡大ないしは発展過程を表していると考えれる。 

本論文では、第一、近代都市へ向かうソウルは、いかなる都市空間であったのかをうかがうこ

とができた。ソウルの都市空間は、５００年以上保ったが、開港以降から大韓帝国期にかけるソ



ウルの都市空間において、渡期的な様相の特徴が見出せる。植民地期から近代都市の成立と熟成

される全段階として位置づけられている。さらに、新たな文物が導入されるとともに、政府中心

から市民中心の考え方が生まれ始めていたことが注目されるのである。 

第二、近代都市成立過程における鍾路は、もとより商業空間軸に基づいた上に、近代化と道

路改修の要因が加えれて徐々に変容してゆくといえる。とりわけ植民地になって商業空間を基づ

いた鍾路の単位社会構造は、急激な変化が起きず、市廛は近代商業に合わせて変化し、あるいは

徐々に消えてゆく様子が露わにした。 

第三、近代都市への変容とは、「産業革命以降発生した都市人口の過密、環境悪化などの

問題を解決するための一装置として、＜行政＞という統治機構が主体となって＜市民＞に

提供する空間として公共オープンスペースを獲得、整備し始めたことである。 

ソウルにおける公園の性格は、ごく自然なことであると言えるかもしれないが、近代都

市の事柄に合わせて変容されることが明らかになり、鍾路の中央に所在しているパゴダ公園

は、面積が狭いという物理的な原因もあるが、公園としての姿を失い、その代わりに鍾路街路空

間におけるさまざまな行事が繰り広げられたことから、オープン・スペースとしての役割を果た

していたのである。現在でも、デモやイベントが行われる際に、鍾路を通してゆくが、このよう

な行事の始まりを辿ることができるのであろう。 

 

以上、鍾路一帯を中心として多様な側面の考察を通じて、ソウルの近代都市史をみてき

た。まず、鍾路一帯がソウルにおいていかなる位置づけられていたのかについては、１章

から９章にかけて説明ができたと思われる。その鍾路一帯のうち、鍾路交差点から鍾路３丁目

までの地域ないしは街路空間のヒエラルキーを表していることが解明できた。 

さらに、鍾路の都市空間は、朝鮮時代から繁華街の地域であったが、植民地となってから日本

人の中心地である南村と、韓国人の中心地である北村と呼ばれた。とりわけ本町と鍾路が比較さ

れながら、両極化してゆく様子が顕著に表れるのである。 

このような現像のうち、なぜ鍾路の都市空間のみの特徴が表れるのであるか。このような特徴

は、むしろ植民地化されたため、民族間の両極化に伴い鍾路への社会・政治・文化などが集中さ

れていたと考えられる。 

もしくは、韓国が植民地化されなかったという仮定すれば、朝鮮時代までは鍾路に商業施設な

どが集中されていたが、近代化がはかどることとともに、ソウルの郭外へ拡大されながら、幾つ

かの繁華街が生じて展開してゆくことで、さほど鍾路へと集中されなかったのではなかろうか。 

 


